
富士山総合学術調査研究シンポジウム
「富士山の古代を探る」
              　　～考古学、美術史、文学を素材にして～

■概　要
　　富士山総合学術調査研究の成果を明らかにする。今年度は、富士山の総合的な学術調査研究の
    素材として、古代に関することがらに注目し、考古学、美術史、文学などの分野から学術調査研
    究の課題を提示する。

■日　程
　１３：００　あいさつ
　１３：１０　報告１「富士信仰に関する遺跡　－山宮浅間神社を中心として－」
　　　　　　　　渡井英誉　富士宮市教育委員会
　１４：１０　報告２「南アルプス市江原浅間神社神像と『富士山記』」
　　　　　　　　鈴木麻里子　山梨県文化財保護審議会委員（有形部会調査員）
　１４：４５　（休　憩）
　１４：５５　報告３「『梁塵秘抄』と富士山をめぐる歌謡」
　　　　　　　　永池健二　元奈良教育大学教授
　１５：３５　討議
　　　　　　　　司　会　　萩原三雄　帝京大学文化財研究所長
　１７：００　閉会・あいさつ

■主　催　　山梨県立博物館・山梨県富士山総合学術調査研究委員会
    共     催　　山梨郷土研究会・山梨県考古学協会

■お問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　TEL：055-261-2631　FAX：055-261-2632

■日  時
　平成２７年２月２２日（日）
　１３：００～１７：００
■申込み不要・無料

■会  場
　山梨県立博物館（生涯学習室）
　笛吹市御坂町成田１５０１－１

 


